Study on the "Komiya Matsuri (small Japanese pillar Festival)" after the "Onbashira Matsuri (big Japanese pillar festival)" held at Suwa Shrine in 2016. : Case study of Suguridaira district. by 飯田 義明
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研究資料
平成 28 年諏訪大社式年造営御柱大宮後に開催される
小宮祭における調査報告
－上社湖東地区における須栗平を事例として－
専修大学（経済学部）　飯田　義明 
１，はじめに
「御小屋の山の樅の木は、里へ下りて神となる〜」
木遣唄（きやりうた）の声をもとに樅（もみ）の大
木が一斉に動き出す。通称、御柱祭の曳行の開始
である。御柱祭とは正式名称、諏訪大社式年造営
御柱大宮（以下、大宮）のことであり、約 1,200 年
以上も継続されてきた日本の三大奇祭のひとつで
ある。この御柱祭は信濃國一之宮諏訪大社注 1）の
住民が氏子として参加することによって寅申の７
年に 1 度開催される祭りであり、この御柱祭の開
催までに各地区では約１年以上の歳月をかけて準
備がなされる。この大宮が終了すると各地区より小さ
な自治会区の鎮守神のお祭りが、６月下旬から11 月に
かけて開催される。この祭りは総称して「小宮の御柱
祭」いわゆる小宮と呼ばれている。本稿では、この各
自治会区の小宮に焦点を絞り報告する。
これまで、大宮については主に考古学、民俗学、
文化人類学などが主に研究対象として取り上げて
きた（宮坂：1956、上田ほか：1987、宮坂：1992、
織田：2001、石川：2014）。その一方で、近年では
「祭り」を通して形成される人々のつながりや「祭
り」における地域コミュニティの機能や役割を考
察しようとする社会学的な研究なども蓄積されて
いる（松平：1990、田中：2007、小西：2014 石田：
2016）。なかでも、小西（2014）は諏訪の大宮を対象に
上社の湖東地区について報告をしている。その一方で、
小宮に関する研究は限られている（大塚：1997、金野：
2001、2006）。大塚は、小宮には、地区神、自治会
区神、産業神、民業神、マキ神注 2）、屋敷神などを
祀った多様な祭りが存在し、この祭りに参加するこ
とによって、地域で構築される神社と氏子の重層
性に着目し、それにはいくつかのパターンがある
ことを指摘している（大塚：1997）。また、小宮と
大宮とのかかわり合いから社会的・宗教的意味を
調査した金野によると、「個々の集落であり方が
多様であるのは、大祭がもつ機能が、他者との対
抗の中で様々な形で反映された結果であるとして
いる」と述べている（金野：2001, p171）。すなわち
大宮での様々な地区、区での対抗意識が、その一
方で区レベルの小宮に参加する住民や氏子たちの
結束を高める社会的機能を果たしていると捉えて
いる。そして、宮坂はこのような大宮と小宮の関
係性を「共同体と祭りの関係は、地縁血縁的共同
体と諏訪神社とのきずなであり、その交流となる
私祭とみることができ、また水平構造の祭り」で
あると指摘している（宮坂：1992, p252）。このよう
に諏訪地域の氏子たちにとっては、大宮のみでは
なく、小宮も含めて寅申の年にやってくる祭であ
1）諏訪大社は、長野県諏訪湖の周辺に上社本宮、上社前宮、下社秋宮、下社春宮の４つの境内からなる国内
でも最も古い神社のひとつとされている。
2）マキとは、同性の家が集まって形成された血縁の同族であり、同じ神社を祀る者たちである。
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るが、大宮と小宮との関連や小宮の機能などに着
目した研究は深く掘り下げられているとはいえな
い。これは、大宮が７年に１回という特殊な事情
があり、やはり研究対象として大宮に着目されて
しまうということは致し方ないことであろう。し
かし、諏訪の人々との関わりから、氏子たちにとっ
て大宮と小宮は別々の祭りではなく、相互関連の
ある祭りであると推察される。
そこで本稿では、エスノグラフィー注 3）の手法
を用いて、平成 28 年御柱祭後に開催された諏訪
地区須栗平（すぐりだいら）における小宮祭につい
て氏子たちがどのように捉えているか、その現状
の断片を再構成し報告することが目的である。
大塚が指摘しているように小宮には大小様々な
祭りの形式があるが、金野はそれを整理し２つの
解釈があるとしている。それによると、一つ目は
小宮を諏訪大社以外のすべての神社を指すもの、
そして二つ目は集落で祀る鎮守神や諏訪大社の摂
社・末社を指すというもので、マキで祀る祝神は
「マキの御柱」であって小宮ではないという立場で
ある（金野：2001, pp146-147）。
本稿は上社湖東地区の須栗平集落のみを対象と
しているため、ここでの小宮の定義を、金野の後
者の立場をとり、マキで祀る祝神は「マキの御柱」
であって小宮ではないという解釈とする。
２，御柱祭の概要
御柱祭は長野県諏訪地方で寅と申の年に開催さ
れる式年祭である。諏訪地方は長野県の中央部に
位置し、蓼科、八ヶ岳連峰、そして諏訪湖をもつ
自然豊かな地方でもある（図１）。産業としては、
明治期の製糸業にはじまりその衰退と入れ替わる
ように、戦後から精密加工業に移行し 1950 年代後
半からは、並行して電子産業関連も 1985 年頃まで
繁栄していったが、その後は産業が空洞化してい
る（信濃毎日新聞社編集局編：2003, pp,82-84）。地
域文化圏としては、湖周文化圏である岡谷市、下
諏訪町、諏訪市と八ヶ岳文化圏である原町、富士
見町、その両方にまたがった茅野市の６市町村、
人口約 20 万人からなっている（信濃毎日新聞社編
集局編：2003, pp,15-16）。
諏訪大社は諏訪市神宮寺の上社本宮、茅野市小
町屋の前宮、そして下諏訪町の下社春宮、秋宮の
図１　信濃毎日新聞社編集局編：2003 より作成
3）ここでフィールドワークではなくエスノグラフィ－という言葉を採用しているのは、「ある人々の行為や
考え方を理解する目的で、人々の中に、あるいは人々の近くに身を置いて調査し、論文や研究成果報告書
等を作成する手法」として捉えた野村の考え方を採用しているためである（野村：2017,pp.183-192）。筆者は、
2016 年に開催された御柱祭の２年前から足掛け３年の歳月に渡って諏訪市の各地区の人々にお世話になっ
てきた。４年目に入る現在も継続しており、今報告に当たっても氏子の方を含め多くの関係者にお話を聞
かせていただいている。
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４つに分かれている。大宮では上社の本宮、前宮
で８本の柱（茅野市、原町、富士見町、諏訪市の
一部）を、同様に下社の春宮、秋宮に８本（岡谷市、
下諏訪市、諏訪市の一部）と合計で 16 本の柱が用
意され、祭りは、上社、下社の２つに分かれて開
催されている注 4）。上社祭神は建御名方命（タケミ
ナカタノミコト）で、下社祭神はその妻の八坂刀
売命（ヤサカノトメノミコト）である。この諏訪大
社の歴史は、持統天皇が風神として勅祭（691 年）
したとき、「須波（すわ）神」と「水内神」を祀ったと
日本書紀に記されており、このとき上社に社壇を
構えて御衣木祝・諏訪大神上社が成立したとする
のが一般的なようである。また、下社が成立した
のは９世紀前半から中期にかけてであるとされて
いる（宮坂：1992）。
上社の場合、この大宮準備に約２年間という時
間が費やされている。大宮は４月上旬に開催され
るが、まず各地区の大総代組織委員会が立ち上が
り、大宮に向けての取り決めが大社との間で始ま
る。そして開催年の約１年前に「御柱の見立て」が
行われ、その後、「伐採」になる。 上社では約２ヶ
月前の 2 月には諏訪大社で８本の柱の曳行担当地
区を決定する「抽籤式」が行わる。抽籤式の前、す
なわちその年明けから約１ヶ月間程度、各地区の
氏子たちはより大きい御柱が曳行できるように、
地区ごとで大社に朝早くからから願掛けをすると
同時に各地区では共同作業として「綱打ち」が始ま
る。そして 4 月上旬に 3 日間にわたり、御小屋山
のふもとの「綱置場」から御柱を曳いておろす「山
出し」がはじまる。この山出しでは、大曲り、木
落しといった難所を経ながら、さいごの川越しを
終えて安国寺の御柱屋敷までの約 11.9km の道程
を氏子たちで曳く（図２）。これは、氏子たちが「こ
ころひとつ」にしていくプロセスと捉えることが
可能であろう。なぜならば、この共同作業を助け
合いながらこなしていかなければ御柱をスムーズ
に曳行することは困難だからである。ちなみに、
現在は上社８地区で８本の柱を曳行するが、この
組み合わせの成立にも歴史的背景があり、全ての
地区が満足しているわけではなく、そこに蟠りが
ないかといったら語弊があるようである注 5）。
山出しの３日間の曳行後、御柱は「御柱屋敷」に
5 月の上旬まで柱は安置されている。そして、５
月上旬に里曳きとして本宮、前宮まで氏子たちが
楽しみながら、ゆっくりと曳行されていく。そし
て、各指定の場所で御柱に氏子たちが鈴なりになっ
てしがみつき、「建御柱」が行われてゆく。最後に
御幣を先端に打ち付け、一連の大宮は終了する。
基本的には下社も上社とほぼ同様な流れである
が、下社ではどの柱を曳行するかは歴史的に担当
地区が決まっている。そのため、上社のようにど
の地区が、どの柱を引くかなどを決める抽籤式な
どは行われない。それ以外にも、両社の祭りには
形式を含めると異なっている箇所は多々ある。例
えば、上社は柱の前後に「めどデコ」（図３）が取り
付けられており、祭りを通して地域の若手氏子が中
心となりそこに乗ってオンベを振りながら練り進む。この
「めどデコ」のどのポジション乗れるかが各地区によっ
て意味を持っている（下社には「めどデコ」がない）。
平成 28 年諏訪大社式年造営御柱大宮後に開催される小宮祭における調査報告
4）大宮の期間は上、下社で異なる。上社の山出しは、4 月 2 日から 4 日であり、下社は 4 月９日から 11 日であり、
里曳きは上社が 5 月 2 日から 4 日で下社は 5 月 8 日から 10 日と両社の大祭日程は異なっている。
5）聞き取りのなかで、「以前はどの区とどの区は仲が悪かった 」だとか、「めどの取り合いをした 」などの話
が多くの氏子たちから聞かれた。
図２　上社及び下社の曳航コース
諏訪市博物館編集：1992,pp.54-55
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上社・下社の祭りの儀礼の違いについての詳細は、
多くの資料等を参照してほしい（友杉：1980, 近藤：
1994, 諏訪市博物館編集：1992, 信濃毎日新聞社編
集局編：2003）。
この大宮が終了後、各地域・地区などで 6 月か
ら 11 月にかけて小宮が行われる。小宮でも各区の
鎮守神社の御柱が、大宮と似たような形式に則って建
て替えられる。そのため、大宮から小宮が終わるま
で諏訪地方では大小の御柱祭一色になる。
３，諏訪地方の小宮とは
諏訪地方において大宮後に大小様々な祭りが開
催される。長野日報の調べによると平成４年８月
現在で、集落が主体になって御柱を立てる計画の
ある小宮は 263 社あるとされている。更に増加の
傾向を示していると言われており、その実数を正
確に把握することは困難であるが、御柱の総数で
3,000 本は下らないと推定されている（藤森：1998, 
p255）。
この小宮は６月下旬から11月にかけて開催されるが、
いつ頃から開催されるようになったかは定かではなく、
またどのような経緯によって各区で行われるよう
になってきたのかの詳細については多くの記録が
残っていない。現在、一般的に諏訪の人 に々は、「大
宮は大人の祭り、小宮は子どもの祭り」と言われて
いる。その理由として、大宮では大人がめどデコに乗
るが、小宮では子どもをめどデコに乗せ曳行する
のが一般的であるからと思われる。ちなみに図４は、
上社８地区（各地区は２つか３つの地区での組み
合わせで構成されている）と各区（さらに複数の区
が合わさって構成されている）、そして鎮守祭の
関係である。
近年、小宮は盛り上がりを見せているようであ
る。その理由として大宮は、各区とそれより上の
行政地区の組み合わせで構成されているため、氏
子同士で顔が見える距離感ではないが、区は距離
感がより近いため大宮より地域共同体的意識を高
揚させていると推測される。
４，調査報告：須栗平の事例
　今回、小宮の調査では５つの区にお世話になっ
たが、そのうちから須栗平を事例として報告する。
この区を事例としたことには二つの理由がある。
まず一つ目は、今回の大宮で湖東地区の大総代を
出しており、大宮前の準備期間からお世話になっ
ていることもあり、氏子たちとの距離が他の区よ
り近いことである。二つ目は、八ヶ岳山麓の小さ
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図３　上社曳行時の氏子役割と「めでどこ」
信濃毎日新聞社編集局編：2003,p50
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な区であり都市部ではないため、大宮と小宮の関
係性がより鮮明に観察可能と考えたからである。
この須栗平は、今回の大宮で「前宮二」の柱を曳
行した米沢・湖東・北山地区の湖東地区に属して
いる注 6）。ちなみに現在の地区割りになった 1902
（明治 35）年以降の19 回で、いまだに「本宮一」注 7）
を引いたことがない地区である。また、1998 年
の大宮からこの米沢・湖東・北山地区は他の地区
と異なり三友会注 8）という三地区を横断した若手
の氏子組織を形成しており、そこに約 350 名程度
が参加している（小西：2014）。この三友会は大宮
の実行組織として曳行を含め取り仕切っているた
め、三友会に参加していないものたちは、大宮自
体で様々な役職について中心となって関与するこ
とはできない。ただし、氏子として参加して綱を
曳くことは可能である。
４−１　湖東地区須栗平の概要
　須栗平は湖東地区のなかでも、茅野市の北東部
八ヶ岳山麓に近いところに位置している集落であ
る。この湖東地域（現在の地区）は諏訪神社にそな
える鹿の狩場で「神野（こうの）」として開拓が禁止
されていたが、江戸時代のはじめに諏訪藩が新田
開発に本腰を入れたことにより新しい村々がうま
れることになった（湖東村史「上」：1959.pp,95）。そ
のなかで開発された村のひとつが須栗平新田であ
り、この村の開発は 1647-1650 年ごろと言われて
おり別名「小野子」とも呼ばれていた注 9）。開発が
中村新田、堀新田より遅かったため、須栗平内か
らの湧水を他の新田に奪われており、150 年後に
滝之湯汐が開かれるまで水不足で苦労をしたよう
である（湖東村史「上」：1959.pp,101）。
現在の茅野市湖東地区（旧諏訪郡湖東村）は明治
になるまで、白井出、笹原、須栗平、金山、新井、堀、
中村、上菅沢という諏訪藩領に属する旧九ヶ村か
ら成立していた（湖東村史「下」：1959.pp,10）。明
治後半から大正初期に入って各村の畑は水田から
徐々に桑畑に移行し、大正 15 年には総農家戸数の
92％が養蚕に関わっていた（湖東村史「下」：1959.
pp,91-95）。これは諏訪・岡谷の製糸工場の発展が
この地方の農業改革に影響を与えたのは明らかで
あろう。昭和に入り、世界恐慌の影響を受けた不
景気、戦争などで養蚕も衰退の一途を辿っていき、
人々はかなり苦しい生活を余儀なくされたようで
ある。その一方で人口は、村史によると「昭和 15
年頃の村の人口が約 2,500 名ほどであったが、昭
和 20 年の終戦直前は、疎開してきた人々の流入に
よって約 3,700 名を超える人口になっており、その
後の昭和 29 年に 3,000 名を割る」（湖東村史「下」：
1959.pp,169）と記載されているように、疎開者移動
平成 28 年諏訪大社式年造営御柱大宮後に開催される小宮祭における調査報告
6）金野は、「須栗平は大祭では、ちの・宮川地区として参加している」としているが、この須栗平は昔から、
米沢・北山・湖東地区での参加であり、金野は宮川中河原区と勘違いしているのではないかと思われる（金
野、2001, p151）。
7）大宮では、上社本宮で一から四の柱を建て、上社前宮に一から四の柱の合計８本を建てる。一番大きい柱
が「本宮一」であり次が「前宮一」であり、各地区は「本宮一」を抽籤式で引き当てることを目指してい
る。また、里曳きのさい、本宮の柱を引き当てた地区は御柱屋敷からの曳行距離が長くなりお祭りが１日
ながくなる。
8）三友会の成立については小西（2014）を参照。小西によると、米沢・湖東・北山地区は旧来から区の対抗
意識が強く喧嘩が絶えないない理由として、区成立のこれまでの経緯に依存しているという。この不仲を
解消することを目的に成立したようである。ただし、この組織に明確に反対している人々（氏子）もおり、
彼らは現在も三友会に与せず、御柱祭で役職に付くこともない。しかしながら、そんな彼らも区の小宮に
は氏子として参加している現状がある。
9）開発時に耕地を開いた草原一体を眺め、小さな盆地になっていると思う人々は須栗平と呼び、遠く下の方
（現、茅野市の平野部）から高みにあるこの地帯を眺める人々は小野子と呼んでいたようである（湖東村
史「上」：1959.pp,100）。
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の関連で村の人口は終戦前後に大きく変動してお
り、村内には落ち着きがなかったと思われる。
徐々に落ち着きを取り戻していった村は、年々
盛んになった村祭り、盆踊りで婦人会と青年団が
先に立って活躍していた。特に青年団は、「終戦
直後は風紀取締りやお祭りのことに向けられてい
たが、25 年頃から四 H クラブを中心に農事研究
に移り村の農業を科学的にみることで、大きな成
果をあげる」注 10）（湖東村史（下）：1959.pp,180）など
村に活気を与えていたようである。また、明治以
降の大宮の経緯を調べた石川によると、戦後の諏
訪大社の宗教法人化や戦後最初の 25 年に執り行
われた大宮から「女性の参加も許可され、御柱祭は
老若男女が参加できる祭りとなった」ようになり、
徐々に「大社の祭り」から「氏子の祭り」へと変容し
ていることを指摘している（石川：2014,pp,34-35）。
その後、諏訪地域の町村合併による再編によっ
て、須栗平は現在のような湖東地区（全 12 区）に
所属することになった。鎮守神は白山神社であり、
区の構成は、世帯数は 81、人口 218 名である（茅
野市ホームページより：H29.10.1 現在）。これ以降、
平成 28 年度に開催された須栗平の小宮での参与
観察、聞き取りからその様子をより具体的に記し
ていく。
　
４−２　小宮の準備
前日の小宮準備は、午前８時頃から始まったが
大雨の影響で遅々として進まず、昼過ぎまでかけ
て行われた（平成 28 年 8 月 27 日）。前日の準備作
業としては大きく３つある。１）曳行する御柱に
元綱、めどデコを付け曳行できるようにする（写
真１）。２）境内の御柱を建てる箇所に穴を掘り、
滑車を設定する木に傷がつかないようにゴザなど
によって守る準備をする。３）それ以外に、建て
御柱終了後にステージから行われる宝投げを行う
矢倉を設置する。
これらの作業は、区の男達が総出になって行う。
もちろん、参加しない者も少数ながらいるが、こ
の区では 40 歳代、50 歳代、60 歳代で各年代別に
分かれて準備作業を行っていた。まず、40 歳代
は主に、柱にめど綱を取り付けるなど基本的な作
業を全て取り仕切っていたが、試行錯誤しながら
行っていたため取り付けには少々時間がかかって
いた。この理由は、７年に１回ということもある
のだろうが、作業手順などの資料などは作成して
残すことはしていない。そのため、過去の作業に
関わっていた年配の氏子たちに話を聞きに行き、
その記憶を頼って情報を事前に集めて手順を覚
え、作業を行うという方法を取っているためであ
る。彼らは綱付け後、神社に移動して矢倉を作成
していた。ご年配の方の話だと「このような一連
の準備作業を通して誰が祭りの中心になっている
かがわかり、次の祭りのリーダーとして若手のみ
んなから認められていく」のだそうだ。次に 50 歳
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10）4H クラブ（農業青年クラブ）とは、将来の日本の農業を支える 20-30 代前半の若い農業者が中心とな
り、より良い技術を検討するためのプロジェクト活動を中心に、消費者や他クラブとの交流、地域ブラ
ンティアなどを行っている組織である。4H は、農業改革と生活改善に役立つ腕（Hands）、科学的に物
を考える頭（Head）、誠実で友情に富む心（Heart）、楽しく暮らし、元気で働くための健康（Health）
を増進するという 4 信条の頭文字である（農林水産省ホームページより：http://www.maff.go.jp/j/new_
farmer/4hclub.html）。
写真１
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代であるが、彼らは川沿いの草むしりなどを行う
が、特にそれ以外の仕事をすることはなかった。
ただし、この年代は区議などの役員をしている方
もいるが、小宮で中心的な仕事をしている方はい
ないとのことであった。さいごに60歳代であるが、
彼らは境内などの作業を担い、その他の煩雑な作
業を気がつく範囲で行っていた。この年代にはい
までも現役で土建業をしている方もおり、シャベ
ルカーなどの重機を扱うことに手慣れており、そ
のことがこの業務に反映しているかもしれない
（写真２）。全体の流れとしては、経験豊富な 60 歳
代が指示をするのではなく 40 歳代の中でも中心
になっている氏子が指揮を取って作業を遂行して
いた。この区では 60 歳代が非常に祭り好きでエ
ネルギッシュな方々が多くおり、今回の大宮でも
湖東地区の大総代を輩出するなど祭に熱心に取り
組んでいた。過去の何度かの祭りでも中心として
活躍している方々が多い世代である。ある氏子に
よると、「60 歳代に祭り好きで強い人が多かったから、
50 歳代が消極的になってしまったのではないか」と話
されていた。
上記の記述は小宮の前日の作業であるが、これ
らの前日の男衆の作業とは別に、女性、子どもも
含めて多くの区の氏子たちは、この 9 月の上旬の
週末などを使って綱打ちなどを行っている。
４−３　須栗平での曳行
　
当日、曳行開始の場所である岳麓公園の空地に
朝早く集まってきたご老人、母親と子どもたちは
安置されている御柱に乗り写真撮影（写真３）をし
ていた（平成 28 年 8 月 28 日　午前６：35 から）。
大宮と同様に、小宮当日注 11）の曳行開始前には神
主から祝詞があげられ、その後に木遣りが行われ
た（６：45）。木遣り時には、お一人の 90 歳にな
ろうとするご老人が木遣りをすることとなった。
近くの氏子に聞くと、「彼は年齢的なこともあり
大宮は参加できなかったので、小宮にはスタート
だけでも参加したかった」ようで、それに気づいた
11）金野によると、須栗平の小宮の「里曳きが六月二十八日前後の日曜日に行われる」と記されているが、
平成 28 年度の里曳きは８月 28 日であった。関係者に伺っても六月に小宮の里曳きをすることはないと
のことであった。それらを考慮すると神立祭の日程と混同しているか記載誤りのように思われる。
写真２ 写真３
写真４
若手が急遽、木遣をお願いしたそうであった。そ
の後に木遣り唄が行われ、子どもたちはめどデコ
に乗り、氏子たちが綱に付き曳行が開始された（６：
50）。設置場所から集落の中心部を通過して、西
端にある水路までみんなで曳行していく。その途
中で、めどデコに乗る子どもたちはその都度変わ
るが、休憩時などの曳行を止めたときには母親や
女性もめどデコに乗せて御柱を左右に練ったりし
て御柱に乗る経験をさせていた（写真４）注 12）。女
性が乗ることについて男性の氏子たち聞いてみる
と「若い母ちゃんたちに乗ってもらって理解され
ないと、子どもも連れてきてもらえないし、祭り
の参加者が減ってしまうから」とか「参加者が減っ
てしまうと曳けなくなって、シャベルカーで曳くことにな
るし、いまは氏子の祭りだからみんなに楽しく参
加してもらうようにしている」など女性の祭りへ
の参加意識を高めるための努力をしており、昔と
は祭りに対する考え方が変容してきていることを
感じさせる。また集落の中を通過していく際には、
曳行には参加してないが「おもてなし」として家の
前で様々な飲み物、食べ物を用意して振る舞って
くれる家々がある（写真５）。
その後、水路に到着するとめどデコを外し、大
宮の「川越え」を意識した「川流し」を行う。川の全
長は約１km 弱であり、曲りくねった狭い水路に
若手の氏子や子どもたちが入り、柱を曳く（写真写真５
写真６
写真７
12）御柱は御神木であり、女性が御柱に乗ることは汚れでありご法度であったが、現在では女性たちにも経
験させている。平成 16 年の大宮では下社で女性が建て御柱に乗ったことで話題になった。現在では、地
区によっては女性を乗せるようになってきている。須栗平が属する米沢・湖東・北山地区でも平成 28 年
度の大宮では、めどデコのてっぺんに女性がはじめて乗って話題になった。ちなみに、氏子にとってめ
どデコの何番目に乗るかは重要な問題なのである。
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６, ７, ８）（10：23 から）。今回は、前日まで雨が
降っていた関係で水量が平日より多くなっていた
が、普段は「川流し」の時には下流の堰止をして普
段より水量を増やして曳き易くして行われる。「川
流し」が終わるとショベルカーを使用して川から
御柱が引き上げられ（11：10）、最終目的地である
白山神社まで曳行され、ここで木遣が行われ午前
中の行事がすべて終了となった（11：40）。
４−４　白山神社での建御柱
 午前中の曳行が終了後、各家庭に帰宅して食事
は行われる。我々は関係者のご自宅に招かれご相
伴に預かりながら、これまでの区の祭りに関わる
こと、親族関係やマキの背景などを伺うことがで
きた。食事後の午後から白山神社にて神木を建て
る「建御柱」が始まるため氏子たちは再度集まって
くる（13：00）。まず、若手の斧方による「冠落とし」
（写真９）が行われる（13：08）。そして無事終了後、
建御柱の準備で建てる場所に柱が設置される（13：
34）。「冠落とし」からその間、三友会から応援に来
た別の区のラッパ（喇叭）隊注 13）や鼓笛隊や子ども
木遣りが何度か行われていた（写真 10,11）。「建御
柱」に乗る準備終了後、若手が柱に跨り威勢よくオ
ンベを振りながら御柱が徐々に引き上げられ始め
た（14：25）。この柱に乗れる氏子は 6 名であるが、
このメンバーは若手のなかで決められていったそ
うである。この役は祭りの花形でもあり、多くの
若手の氏子たちがこの役をしたいと思っているよ
写真８
写真９
写真 10
13）ラッパ隊とは、戦後の昭和 25 年の大宮の頃から登場してきたようである。それまでは、木遣りの鳴き声
のみで柱を曳行していたが、これ以降は多くの地区で導入されてきた。最近では、それ以外に鼓笛など
も使われるようになってきている。この背景には、女性の参加や祭り自体を楽しもうという祭り自体の
捉え方の変容があると思われる。
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うである（写真 12）。昔は力ずくで喧嘩にもなった
こともあるそうだが、現在は、ある氏子によると
「作業後の飲み会などのときに、今回、あいつの
ところは子供がいくつだから乗せてやれとか、作
業を頑張っているから乗せてやれ」など家庭状況
（父親の勇姿を子どもに見せてやれるという、家
族からの眼差しを重視している）や、他にはこれ
までの準備過程での頑張り度合いなど、乗ること
を決定する重要な要因を含めて話し合いをして決
めているそうである。子どもたちも、中学生にな
ると部活動などを優先しており積極的に参加する
ものが少なくなってしまう。この７年に１回とい
う時間軸が引き起こす問題、すなわち氏子本人が
乗りたいという希望だけで可能になるものではな
く、周囲の氏子たちとの形成合意や周期の運が少
なからず影響を与えているようである。
若者の氏子を乗せた柱を建てるには、周囲の木に
数本の滑車を用意してその組み合わせを利用し、ワ
イヤーで徐々にゆっくりとバランスを重視しつつ慎重
に車地で巻き上げられていくのである（写真 13）。今
回は、この巻上げていく途中で問題が発生すること
となった。見ていた筆者からは順調に建てられていっ
たと思われたが、急に柱が途中で止まってしまった
のである。一緒に見ていた 60 歳代の過去に役職に
ついていた方に聞いたところ、「建てるために準備し
てある滑車の設定位置に問題があって、このままで
は建てられないから修正している」とのことであった。
近くにいた他の年配の方も筆者に語っていたが、準
備段階でこの指摘は経験豊富な方々からでていたよ
うだ。しかし、今回、滑車位置を指示していた方は、
これで大丈夫だとの判断で最終的に滑車の位置は
決定されたようである。本来であれば一番危険の伴
う作業であるが、経験豊富な方 も々若手らの判断を
尊重して強硬に指摘するようなことは一切していない
ようであった。小宮後の直会（なおらい）注 14）の時
に伺ったのだが、「この小宮の準備・実行は、若手
にとって次の大宮時の練習の場となっている」と
のことであった。そのため、それを年配の方々も
理解しているためか、若手を飛びこえて上から強
写真 11
写真 12
14）祭りの終了後に、神前に供えた御饌御酒（みけみき）を神職はじめ参列者の方々で戴くことをいう。古
くから、お供えして神々の恩頼（みたまのふゆ）を戴くことができると考えられてきており、この
共食により神と人とが一体となることが、直会の根本的意義であると考えられている（http://www.
jinjahoncho.or.jp/iroha/omatsuriiroha/naorai/）。
写真 13
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行に意見することはない。また、若手の中心で活動
している氏子は、「三友会ができて 3 回目の御柱であ
り、湖東の若者たちは横の繋がりができたと感じて
いる」と強調して私に語ってくれた。
滑車の修正に 10-15 分程度を要し、修正終了後に
また子ども木遣り、鼓笛隊などの音と共に安定した柱
は徐々に垂直に建てられていき、無事神木に御幣が
打ち付けられ終了した（15：20）。その直後、木遣り
の唄とともに氏子の「ヨイサー、ヨイサー」の声が神社
に拡がった。そして最後のイベントとして「宝投げ」が
行われた。矢倉の上からは、氏子たちに向かって様々
な商品が投げ入れられフィナ レーを迎えた（写真 14、
15：35）。すべて終了後、建て御柱に乗った若手氏
子は、柱を支えているロープを伝って上手く降りてくる
（これも見せ場のひとつである）。このあとの直会た
め、女性と子どもたちは一度自宅に帰り商品注 15）など
を置き、公民館向かった。若手氏子たちは、急ぎで
祭りの後片付けを行い終了後、公民館に直行した。
４−５　公民館での直会
直会は祭りの終了後に区の公民館で行われ、そ
こには多くの氏子（≒区民）が集まってきた（16 : 00 か
ら）。舞台を前にして前方に中央が年配の男性役員
や区長などが座り、前方左右に若手男性たちが陣
取り、座敷後方に子どもと女性たちが座っていた。
家族で座ることはないが、会がはじまり酒盛りも
進み始めると、子どもは途中で父親のところに移
動したりしていた。舞台には、差し入れられた多
くのお酒が並べられており、各テーブルにデリバ
リーされた様々な食事が充分な量だけ準備されて
いた。それ以外にも、婦人部で作られた食事など
もテーブルを飾っていた。
まずは、区長、御頭郷など役職につかれている
方々から小宮についてのお言葉を賜り会は開始さ
れた（16：30 〜）。ここで男衆は、直会が始まる時
はある程度年代別で集まって座っているが、酒を
飲みながら年配者に挨拶にいくなど、少ないなが
ら席が入れ替わり様々な話がされていた。ある氏
子に今日の建御柱時のトラブルのことを聞いたと
ころ、「昔は、氏子の中に土建業や林業などの仕
事に従事している氏子も多くいたが、現在は徐々
にその数が減ってきているからね」と語られた。
このことは、今回のような問題を引き起こした理
由の一つなのかもしれない。元来、可能な限り全
ての作業を氏子たちで担ってきていたが、それを
可能にしていたのは土建・林業などの職業に多く
の氏子が就いていたからであった。しかし、産業
構造の変化による職業層が変容してきているい
ま、今後の祭りの作業への関わり方が変容する可
能性があるのかもしれない注 16）。そして、別の氏
子からは、滑車作業を指揮していた方も「本人も
失敗したことを反省していたし、今回は勉強になっ
た」と漏らしていたことを伺った。このように、直会
は酒を飲みながら小宮で起きた様々な問題点を共
有したり、反省したりする場ともなっていた。ま
写真 14
15）商品は、お菓子のみでなくお米や野菜、ディズニーランドの招待券など様々なものが矢倉から投げられる。商
品がそのままで投げ入れられないものは、引き換え番号の入った札のようなものが投げられ後で交換される。
16）大宮の際に若手の氏子はめどデコにのるのだが、曳行中に左右に振られると長時間乗っていることができなく
なる。しかし、年配の氏子の方々は何時間乗っていたとかの自慢話になる。年配者によると、「昔は土木・林
業者が多く木に乗るという感覚を自然と身に着けていたが、いまの若手は乗るときに腰で切っていない（腰で
切るという身体所作は、丹田や二枚腰のような腰の位置取りのことのようである）」とのことだ。そのため大宮
の際、若手は週末になると集まって何度かめどデコに乗り、オンベを合わせて振る練習を重ねている。
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た、特に年配の方たちは、過去の祭りの記憶を遡
り何回前の時はあんなことがあった、こんなこと
があったと自慢話や酒を飲んで引き起こされたト
ラブル話などで花をさかせていた。会の途中では
舞台で子どもたちの演し物（子ども木遣り、鼓笛、
ダンス）などが行われるなど会は盛大に進められ
た。2 時間以上も過ぎた頃、木遣り唄を全員で行
い、おわりの挨拶終了後に婦人部の方々は一部を
残しておおまかな片付けを済ませると三々五々に
会館を引き上げていった。そのあとは、男衆たち
がグループごとに集まり更に酒宴は続けられ、最
後の者たちが会館を引き上げたのは、すでに午後
11 時を回ろうとしていた頃であった。
５，さいごに
本稿では、エスノグラフィーの手法を用いて、
平成 28 年御柱祭後に開催された諏訪地区須栗平
における小宮祭を氏子たちがどのように捉えてい
るか、その現状の断片を再構成し報告することが
目的であった。
大宮は区だけではなく、各区の集合体である地
区単位を更に重ねて担当の１本の柱を曳行し、御
柱を諏方大社に収めていく過程であり、それこそ
が「こころひとつ」にと氏子たちに発せさせている
のである。その一方で小宮は、大宮と異なり区の
色が全面に表出した多様性を持った祭りである
（金野：2001）。大塚、金野が指摘するような諏訪
地域独特の重層性を有していることが推測され
た。また、様々な祭りに伴う共同作業や男衆の話
し合いなどを通じて地域の氏子、住民の結束を促
す社会統合的機能についても有していそうである
（男性が女性や子どもを祭りに取り込んでいこう
としている現状の変容についてはさらなる調査が必
要であろう）。しかし、本調査から筆者が指摘した
いことは三つある。まずは、次世代を担う若手の
氏子たちにとっては、次の７年後に開催される「大
宮への練習の場」であり、「若手リー ダーが認識され
ていく場」として機能している可能性があるという
ことである。そして次に、「祝祭儀礼を次世代に
伝えていく場」としての役割を有しているというこ
とである。年配者が過剰な指示することなく若手
のみで祭りを主導、経験させようとしている姿は、
身体を通じた経験の継承と捉えることができるか
らである。さいごに、女性や子どもたちにめどデ
コや御柱に乗らせる経験をさせることにより、祭
りを通して「身体に共同体の記憶を形成する場」と
いうことである。このような小宮での行為は、コ
ナトンが特定の儀礼行為をするという身体所作に
よって、個人がその共同体社会に組み込まれてい
く関係を「記憶」を補助線として説明しようとした
試みが参考になるだろう。彼は特定の記念式典を
「経験」することによって、同時に人々に再想起さ
せることを可能にし、そのことが特定の共同体で
の共有する記憶となるとしている（P, コナトン：
2011＝P, Connerton：1989）。この身体儀礼（パフォー
マティブ）を通して共有する記憶の蓄積こそがその
共同体における文化であり、歴史になっていくの
ではないかと思われる。そのことを想起させる事
例として、須栗平の年配者は、通常の語りの中で
も何回前の大宮ではどうであった、と常に過去の
大宮開催の年を時間軸の基底として話をしている。
その身体を通した祭りの記憶の蓄積が、彼ら / 彼
女たちに御柱を曳行させ、さらに「こころひとつ
に」と発せさせ、「諏訪人」という集合的アイデン
ティティーを構築していっているのではないだろ
うか。
しかし、この祭りを通した集合的アイデンティ
ティーの形成過程と参加することによって形成さ
れる身体、視覚記憶についての検討はまだ今後の
課題として残されている。
付記
本調査を行うにあたって、３年間の大宮準備、
本祭、小宮と長きに渡り、須栗平の氏子の皆さま
にはご迷惑をおかけした。湖東地区須栗平の方々
には改めてこの場をお借りして感謝を申し上げま
す。
また、この調査は平成 26・27 年度専修大学研究
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助成「スポーツ実践者におけるソーシャル・キャ
ピタルに関する研究 -「祭」という身体文化と地域
社会の関連から -」の成果の一部である。
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